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「寄与度」とは 

時系列データの変化を見る際、何が原因

でその変化が起こったのかを知ることは重

要である。例えば、国内総生産（GDP）が

前期よりも減少した場合、その原因は国内

の消費が減ったからなのか、それとも輸出

が不調なためなのか、あるいはその両方の

せいなのか。こうした変化の要因を探る際

の指標となるのが「寄与度」である。 

「寄与度」とは統計値の変化に対して各

構成要素がどれだけ影響（寄与）している

かを表すもので、各構成要素の寄与度（％

p t
ポイント

表示）の合計は統計値全体の増減率と

一致する。つまり、「寄与度」を見ることで、

どの構成要素が全体の増減率の変化に大き

く貢献しているかを知ることができる。 

なお、希に利用される「寄与率
．
」とは、

各寄与度を全体に対する百分率で表したも

のである。全体の増減率が 20％で寄与度が

5％ptの場合、「寄与率」は 5％pt÷20％×100

＝25％となる。 

 

「寄与度」の計算～貿易統計を例に～ 

具体例として、財務省「貿易統計」にあ

る日本の輸出額について、輸出先を「アメ

リカ」「中国」「その他」に分解して、総額

の伸びに対する「寄与度」を見てみよう。 

表を見ると、2009 年 3 月の輸

出額は前年3月に比べ▲45.5％減

少したが、寄与度を見ると「中国」

の▲4.8％pt に対して、「アメリ

カ」は▲9.2％pt と大きな値を示

している。つまり、アメリカへの

輸出と中国への輸出は共に減少しているが、

寄与度のマイナスが大きい分だけアメリカ

への輸出が減ったことのほうが、全体の輸

出額減少に影響しているということになる。

このよう

 

に、寄与度を見ることで輸出額

全

成要素の増減

量

寄与度」による各種統計の分析 

を

品

計

体の変化に各構成要素がどれだけ影響し

たかを知ることができる。 

ちなみに寄与度は、「各構

」を「比較対象時の全体量」で除して求

められる。表の「アメリカ」の寄与度の場

合、▲7,036億円（「アメリカ」の増減額）÷7

兆 6,817億円（2008年 3月の輸出総額）×

100＝▲9.2％ptと計算される。 

 

「

その他にも、「貿易統計」では、輸出入

目ごとに分解して寄与度を見ることがあ

る。直近 3 月では、輸出において自動車関

連項目の寄与度のマイナスが大きく、自動

車産業の輸出不振を如実に表している。 

また、「寄与度」は、他にもさまざまな統

の分析に用いられている。例えば、総務

省「消費者物価指数」における物価変動要

因の分析や、経済産業省「鉱工業指数」に

おける生産状況・需給状況の変化要因の分

析などでも「寄与度」が重要な指標となっ

ている。 

▲ 49.4 76,817 41,838 ▲ 34,979 ▲ 45.5
アメリカ ▲ 11.2 13,692 6,657 ▲ 7,036 ▲ 9.2
中国 ▲ 5.8 11,548 7,898 ▲ 3,651 ▲ 4.8
その他 ▲ 32.5 51,577 27,283 ▲ 24,293 ▲ 31.6

（出展）NEEDS-Financial Quest（財務省）より作成。
(注）合計誤差は四捨五入による。
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表　日本の輸出先別輸出額　（億円）

増減額

輸出額

寄与度
（％ｐｔ）
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